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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｑ   1/40     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/07     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｑ   1/40    　　　　
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   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｑ
   Ｈ０１Ｐ  11/00    　　　Ｎ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月8日(2014.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア（１８）を有するアンテナ（１２）の製造方法であって、前記アンテナは、ゴムコ
ンパウンド、特にタイヤのゴムコンパウンド中に一体化されるようになっている、方法に
おいて、
　‐糸状の前記コア（１８）を前記コア（１８）の材料とは異なる材料の被膜（２０，２
２，２４；２６，２８）で被覆し、
　‐被覆ステップ後、前記被覆状態のコア（１８）の少なくとも一部分を塑性変形させる
、方法。
【請求項２】
　前記被覆状態のコア（１８）の前記一部分を塑性変形させてこれに螺旋の形状を与える
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コア（１８）を電磁信号伝送層（２０）で被覆する、請求項１又は２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記伝送層（２０）は、銅で作られている、請求項１乃至３の何れか１項に記載の方法
。
【請求項５】
　前記コア（１８）を前記伝送層（２０）で直接被覆する、請求項３又は４に記載の方法
。
【請求項６】
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　前記コア（１８）を化学的隔離層（２２）で被覆し、前記化学的隔離層（２２）は、前
記化学的隔離層（２２）による被覆物から前記ゴムを化学的に隔離するようになっている
、請求項１乃至５の何れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記伝送層（２０）を前記化学的隔離層（２２）で直接被覆する、請求項６に記載の方
法。
【請求項８】
　前記化学的隔離層（２２）は、例えば亜鉛、ニッケル、錫及び黄銅から選択された実質
的に純粋な金属又は金属の合金で作られている、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記コア（１８）を電磁信号伝送／化学的隔離層（２６）で被覆する、請求項１又は２
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記コア（１８）を前記伝送／化学的隔離層（２６）で直接被覆する、請求項９に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記化学的隔離層（２２）又は前記伝送／化学的隔離層（２６）を前記ゴムへの前記ア
ンテナ（１２）の接着のための外側接着層（２４）で被覆する、請求項６乃至１０の何れ
か１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記外側接着層（２４）は、亜鉛、ニッケル又は黄銅から選択された、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記化学的隔離層（２２）又は前記伝送／化学的隔離層（２６）を前記接着層（２４）
で直接被覆する、請求項６乃至１２の何れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アンテナ（１２）は、１つ又は複数の前記被覆ステップ後、前記アンテナを加熱す
ることによって熱処理を受ける、請求項１乃至１３の何れか１項に記載の方法。
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